       社会科単元指導案                          指導者  川瀬健一・片山 真

１．分野・単元    黄金の島・ジパング（江戸時代①）

２．単元目標      （１）「鎖国」とは外国との交わりを禁止したわけではないことを知る。

　　　　　　　　　（２）「鎖国」をヨーロッパによる世界の植民地化という世界の動きの中で捉え、「植民地化の危険」にたいしどう対応したら良かったのかを考える。

３．単元の指導観  「鎖国体制」は誤ったとらえかたをされていることが多い。一つは「外国との交わりを禁止した」というとらえかた。もう一つは「国内の支配体制を維持するために鎖国をした」というもの。前者は『幕府が渡航を禁じた国はポルトガルとスペインのみであった』という事実。そして『長崎だけではなく壱岐・対馬、蝦夷・松前、琉球・薩摩の窓を通じて積極的に外国の情報を収集し、さまざまな外国文化を取り入れていた』という事実。この二つの事実によってだけでも覆すことはできる。幕府は外国との交わりを禁止したのではなく、キリスト教と貿易を武器に外国を植民地化してきたポルトガル・スペイン両国との交わりを禁止しただけである。

　　　　　　　　　なぜこのような明白な事実が無視されたかというと、「江戸時代は暗黒の世」「海外との交流を阻害して世界から遅れた時代」という明治以降のつくられたイメージのせいであろう。そして「鎖国」を日本一国の国内体制の側からのみ論じた見解も同様なイメージに依拠している。

　　　　　　　　　この単元では鎖国の実態をおさえつつ、１５世紀から始まるヨーロッパによる世界の植民地化の流れの中で、日本という国民国家の自立をいかにはかろうとしたかという問題として鎖国をとらえ、考えてみたい。

４．指導計画

時
課題
生徒の活動

１
海の向こうへ！
１「制限された」貿易のイメージを、「出島」での貿易の実態を具体的に提示しながら形作る。

２幕府成立当初の外国政策と朱印船貿易の実際を提示し、幕府も最初から貿易を制限していたわけではないことをつかませ、幕府がなぜ「鎖国」したのかを考えるきっかけをつかむ。

２
「世界の発見」
１１５世紀から１６世紀にかけてヨーロッパ諸国の海外進出によって「世界が発見され」たことを知る。

２なぜヨーロッパ諸国は世界に進出したのか。その背景を「貧しいヨーロッパ」と「豊かなアフリカ・アジア」という世界の枠組みの中でとらえ、イスラム商人に対抗してアジア・アフリカの富を独り占めにしたいとの動機があったことに気づく。



３
「神の名」の下に
１ヨーロッパの世界への進出によって、アメリカ・アフリカ・アジアはその植民地となっていったことを知る。

２そしてその過程は相手の地域が国家的に統一されていない情況を利用し、貿易とセットになったキリスト教の布教を隠蓑として行われたことをアメリカ・アフリカ・アジアの例によって学ぶ。 

４
あこがれのヨーロッパ


１来航したヨーロッパ人の「貿易要求」や「キリスト教の布教要求」に戦国の諸大名はどう対応したかを知る。

２①「鉄砲」を直ちに国産化し戦闘法も学ぶ（信長の例）

　②洋式帆船を建造し日本人も海外に進出する（日本町の例）

　③貿易の利益と武器の購入のためヨーロッパ人を保護し、キリスト教の布教も認める（信長も含め全ての大名）。

　④キリスト教に帰依し領地を寄進し、ローマ教皇に使節を送った西国大名も出る。
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「神国」日本！
１積極的に貿易を行いキリスト教の布教も許可していた秀吉が九州統一の中でキリスト教会の領地になった長崎を見たあと、急にキリスト教禁止に方針転換した理由を考える。

２国家的統一のない中での「キリスト教の拡大」と「キリスト教会への領地の寄進」は、キリスト教大名とキリスト教会の力を強め、日本を植民地とする危険があったことに気づく。



６
日本を守れ！
日本を植民地にしないためにはどうしたらよいかをシュミレーションし、国を統一し積極的に外国を攻めるか、国を閉ざして守るかの二通りの選択肢があったことを検討する。（秀吉の朝鮮侵略はこの前者の選択であり、江戸幕府の鎖国は後者であったことを知る）

７
眼は世界に広がる
１幕府の政策は単純な国を閉ざす政策ではなかったことを知る。

２積極的な外国情報の収集

①対馬・壱岐の大名宗氏を通じて朝鮮と国交を結び貿易と相互交流を行った（「朝鮮通信使」を通じた外国情報の学習）

　②長崎オランダ商館からの外国情報の収集

３周辺諸国の征服

　　〔１〕琉球の征服と中国貿易

　　〔２〕蝦夷地の征服と北方貿易

上の二つの地域を支配することで、長崎からの輸出品を増やしたり輸入を減らすために輸入品を国産化するための技術や知識や品物を手に入れていた。

５．評価規準

関心・意欲・態度
社会的な思考・判断
資料活用の技能・表現
知識・理解






社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

黄金の島・ジパング①「海の向こうへ」

１．本時の目標　　①「外国との交わりの制限」としての「鎖国」の実態をつかむ。

　　　　　　　　　②幕府はは最初から外国との交わりを制限したのではないことを知り、「なぜ鎖国をしたのか」を考えるきっかけをつかむ。

２．本時の指導観　「鎖国」というと幕府は常に国を閉ざしてしたかように捉えられがちだが、そうではない。むしろ幕府は積極的に外国貿易を進め、海外に眼を向けていた。しかし幕府は外交政策を転換し、国を閉ざすことになった。本時は制限された貿易の実際を具体的につかんで鎖国の実態を認識すると共に、幕府が外交政策を一変させた事実をもとに「なぜ幕府は鎖国をしたのか」の疑問を提示する。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

「出島」の図をもとに鎖国の実態を考える

江戸幕府の対外政策について学ぶ

本単元の課題を知る
出島の図を見ながらこれが何であるかを既得の知識に基づき考えて行く

貿易の場であるがかなり制限されていることに気づく

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

資料を見て日本人の海外進出の実態をつかみその発信地が九州であることに気づく

各自の考えをノートに書く

各自の意見を発表する
資料①出島の図を見せ（出島とは教えない）これは何をするところか考えさせていく

資料集ｐ８６の唐人屋敷の図やオランダ・中国との貿易の表で補足し、江戸時代の貿易はかなり制限されていたことを具体的につかませる

資料集ｐ８０の年表で幕府の対外政策の推移をとらえさせる

資料②朱印船貿易と日本町を提示する

ここは既得の知識を確認するだけにし、もっと広く当時の世界情勢の中で捉える必要を指摘し、これが本単元の課題であることを提示する。

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

黄金の島・ジパング②「世界の発見」

１．本時の目標　①なぜヨーロッパ人が日本の近くまでやってきたのか。その背景をつかむ。

　　　　　　　　②この過程で「豊かなアジア・アフリカ・アメリカ」「貧しいヨーロッパ」という情況を理解する。

２．本時の指導観　ヨーロッパ人の海外進出はアジアの農産物や工芸品をイスラム商人の手を経ないで手に入れたいとの欲求によると説明されている。しかしその背景には資源も食料も昔から不足し外国から買ったり、食えない人を植民するしかない「貧しいヨーロッパ」という姿がある。この時間はヨーロッパ人の海外進出の背景を探ることを通じて「貧しいヨーロッパ」「豊かなアジア・アフリカ・アメリカ」という構図に気づかせたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

ヨーロッパ人の世界認識

アメリカ大陸の発見について

西に向かうスペイン・東に向かうポルトガル

インドや中国に行くのに他に方法がないのか？


ヨーロッパ人は世界の一部しか知らなかったことに気づく

スペイン女王の命で行ったこと

ジパングとインドを目指していたことを確認する

ポルトガルはアフリカ沿岸ぞいに南下し、アフリカ南端を回ってインドを目指したことを確認。

各自の意見を発表する

既得の知識をもとに考える

各自の意見をノートに書く

各自の意見を発表する
世界地図を提示

・アメリカを「発見」したヨーロッパ人は誰か？

・なぜアメリカと呼ぶのか？

資料集ｐ７２の地図を提示

金・銀・絹・香辛料だけではなく小麦や綿や麻も重要な輸入品であったことを押さえる。

資料集ｐ７２「大航海の舞台裏」を提示

当時の世界地図に注目させる

（インド・中国への道をふさぐオスマン･トルコの存在に気づかせる）

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

黄金の島・ジパング③「神の名」の下に

１．本時の目標　①ヨーロッパの世界進出によってアメリカ・アフリカ・アジアは植民地になっていったことと多くの資源や人を奪われ、現在にも被害は続いていることを知る。

　　　　　　　　②それは、「神の名」の下に行われ、各地の内紛に乗じてキリスト教の布教と貿易の利益で油断させ、侵略して行ったものであることを知る。

２．本時の指導観　　アジア・アフリカ・アメリカの諸国が「貧しい」ことは一般に知られてはいる。しかしその原因が長い間の植民地支配にあることはあまり知られていない。この時間では『貧しいヨーロッパ』の人々が『豊かなアメリカ・アフリカ・アジア』に接したときに、「神の使い」と受け止められことを積極的に利用し、各地を侵略・征服・略奪し、暴虐の限りを尽くしたことを知ると同時に、その爪あとが今も残り、この地域の「貧しさ」の原因となっていることに気づかせたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

来航したヨーロッパ人を現地人はどうあつかったか？

インディオを滅ぼし働き手を失ってどうしたか？

インディオの怒り

ヨーロッパ人の侵略の仕方
ヨーロッパ人を歓待し、多くの贈りものを贈ったことを確認する。

各自の意見を発表する

神の使いと思ったことを知る

各自の意見を発表する

インディオの多くは殺されたことを知る

アフリカ人を奴隷としアメリカにつれてきたこと、これがアフリカが遅れたことの原因だということを知る

インディオの怒りを知る

メモ「ヨーロッパ人の侵略の仕方」をまとめる


教科書ｐ１０１「コロンブスの西インド諸島到達」を提示

資料③「インディオの見たスペイン人」を提示する

資料集ｐ７３を提示

女はサトウキビ栽培・男は金の採掘に酷使されたことを補足する

教科書ｐ106・107の資料を提示

資料④「インディオの怒り」を提示する

ノートの穴埋めをしてまとめる

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

黄金の島・ジパング④あこがれのヨーロッパ

１．本時の目標　①ヨーロッパ人が来航した時日本人はどのように対応したかを知る。

　　　　　　　　②ヨーロッパ文化の受容のしかたはアメリカ・アフリカなどと大きく違う面もあったことに気づく。

２．本時の指導観　日本人のヨーロッパ文化の受容のしかたはアメリカ・アフリカなどとはかなり違い、ヨーロッパ人を驚かせた。鉄砲は直ちに製造方法を取得し改良を重ねた上で大量生産されたが、それ以外にも様々なものが日本で生産されるようになった。しかし日本は統一されておらず各大名は鉄砲や大砲・火薬などを求めてヨーロッパ人と貿易し、貿易の利益のためにキリスト教に改宗し、領地を寄進したり、ローマ教皇に使節を送ったものもいた。この時間では日本人のヨーロッパ文化受容の過程を学び、アメリカやアフリカに比べてその対応の仕方の独自性に気づかせたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

ヨーロッパ人の来航

（日本人はヨーロッパ人にどう対応したのか？）

他の地域との受容のしかたの違い

違いをつかまえる
資料を見て南蛮人について知る

自分の意見をノートに書く

自分の意見を発表する

自分の意見をノートに書く

各自の意見を発表する

ノートでアメリカ・アフリカと日本とのヨーロッパへの対応の違いを確認する
資料集ｐ74・75の絵巻を提示し、1549年のキリスト教伝来以来急速にキリスト教信者が増えたことをとらえさせる

資料集ｐ74・75の下の資料を示し、信仰の問題以外に新しい文化へのあこがれや「貿易の利益」のための大名の布教許可や改宗があったことを指摘する

資料④鉄砲記を提示

教科書ｐ110「鉄砲の普及」を提示する。

鉄砲以外にも洋式帆船の建造など積極的にヨーロッパ文化を受け入れたことをおさえる

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

黄金の島・ジパング⑤「神国」日本

１．本時の目標　①積極的に貿易を行いキリスト教の布教も許可していた秀吉がなぜ急にキリスト教禁止を打ち出したかを考え、統一されない中でのヨーロッパとのつきあいの危うさに気づく。

　　　　　　　　②「日本が植民地にされない」ためには秀吉の政策で充分なのかを考える。

２．本時の指導観　鎖国の背景には「ヨーロッパによる日本の植民地化」という危険があり、当時の為政者はこの危険を肌身で感じていた。このことが表面化したのは、1587年に九州を平定した秀吉が、イエズス会に寄付された長崎浦上の地を見たことが直接のきっかけであった。この時間は、秀吉がなぜ長崎浦上の地を没収するとともにキリスト教の禁止を打ち出したのかを考えることを通じて、「日本植民地化の危険」が現実にあったと考えられていたことをつかみ、ではそのためにはキリスト教の禁止だけで充分なのか対策を考えさせてみたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

信長・秀吉がなぜ他の大名に勝ったのか

秀吉の政策転換

シュミレーション準備


戦国時代を統一したのは誰か？

なぜ彼は他の大名より強かったのか？

を資料をもとに考える

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

植民地化を防ぐにはこれで充分なのかを考える

自分の考えをノートに書く


資料⑤信長秀吉と鉄砲を提示

鉄砲生産地を押さえていたことに気づかせる

資料⑥没収された長崎を提示しキリスト教会に寄付された長崎を見て長崎の没収とキリスト教の禁止を出したことを提示

秀吉は植民地化の危険を感じていたこととこの方策では不充分であることに着目させる

（キリシタン大名・キリスト教会の強大化を防ぐには自由な貿易が問題であることに気づかせる）



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


　社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

黄金の島・ジパング⑥日本を守れ！

１．本時の目標　①秀吉の「キリスト教禁止・長崎没収」では「日本の植民地化を防ぐ」には不充分であるという認識を基礎に「日本の植民地化を防ぐにはどうしたらよいか」をシュミレーションする。

　　　　　　　　②幕府の鎖国政策は秀吉の政策の徹底化としてのものであったことに気づくとともに、秀吉はそれとは違い統一された力で外国に攻め入ることで植民地化を防ごうとしたことに気づく。

２．本時の指導観　江戸幕府の鎖国政策は、秀吉の政策の直接的な継承であり、貿易の統制とキリスト教の禁止により、キリシタン大名とキリスト教勢力の増大を阻止し、日本を世界から切り離す政策であった。しかし当の秀吉は、違った方向を模索し、朝鮮・中国を征服し、アジア・アフリカを植民地化することで日本の植民地化を防ごうとした可能性がある。

　　　　　　　　　　この時間は、秀吉の「キリスト教禁止・長崎没収」の不充分さを手がかりにして「日本の植民地化」を防ぐ方策を討論し、様々な可能性があったことをつかむ中で、幕府の鎖国政策を位置付けさせて行きたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

秀吉の政策の不充分さを確認

シュミレーション

実際に秀吉が・幕府が採用したのはどの対策だったか
ノートの問いの穴埋めを通じて確認する。

自分の考えをノートに書く

班で各自の意見を発表して討論し、班としての考えをまとめる。

各班の意見を発表する

　　　

各班の意見を参考に考える


貿易の自由がネックになっていることを確認する

そう考えた理由を確認しながら発表させる。

秀吉の政策と江戸幕府の政策の違いに注目させる

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


　社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

黄金の島・ジパング⑦眼は世界に！

１．本時の目標　①江戸幕府の鎖国政策は単に国を閉ざしたものではなく、積極的に眼を外に向けていたものであることを知る。

　　　　　　　　②幕府の鎖国政策は秀吉の失敗した侵略政策も継承しており、蝦夷地・琉球の周辺諸国を武力征服し、植民地としていたことをつかむ。

２．本時の指導観　江戸幕府の鎖国政策は、たんなる国を閉ざすものではなく、少ない窓からではあるが積極的に外国の情報を収集していた。長崎オランダ商館のオランダ風説書きや朝鮮との通交と朝鮮通信使を通じた情報収集がそれである。そして幕府は鎖国政策を実施すると共に、周辺諸国を植民地化していった。蝦夷地は長崎からの主要な輸出品・俵物の供給地であると共に、大規模開発がなされ商人資本の成長の礎となった。また琉球は独立国としての形式を維持させ、ここを通じた中国・東南アジアとの交易は海外情報の収集と禁制品の輸入に役だった。この時間は鎖国政策で見落とされがちなこの面をとらえさせていきたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

幕府は外国を植民地にすることを諦めたのか

蝦夷地はどのようにして征服されたか

琉球はどのようにして征服されたのか

江戸時代の日本人が外国のことをしる手立ては？
現在の日本の領土の中にもともと日本ではない地域が含まれていないかを既得の知識をもとに考える

各自の意見を発表する

　　　

各自の意見を発表する

ノートにそってまとめて行く
教科書ｐ123を提示。ながれを押さえさせる

資料集ｐ94で補足する

教科書ｐ123を提示。流れをおさえる

資料⑦薩摩藩の琉球支配で補足する

教科書ｐ122・123で補足する



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


なぜ幕府は貿易を積極的に進めていた政策をやめ、鎖国したのだろうか








　　　種子島の領主は何の為に鉄砲を買ったのか？





　　なぜ急速にキリスト教の信者が増えたのだろう？


日本人は








　　　　大量の金銀宝石を見たヨーロッパ人はどうしただろうか？











なぜヨーロッパ人は海を通ってインド・中国・ジパングに行こうとしたのか








　　　江戸幕府は最初から貿易を制限していたのだろうか？





　秀吉はなぜ長崎を没収しキリスト教を禁止したのだろう？





　ヨーロッパ人はインドや中国や日本に何を求めたのか？








日本をヨーロッパの植民地にさせないためにはどうしたらいいのか？





　　薩摩藩は何が欲しくて琉球を攻め征服したのか？








　　　　松前藩や商人は蝦夷地の何が欲しかったのか？





　　　日本をヨーロッパの植民地にしないためにはどうしたら良いのか？





　　　なぜ現地の人はヨーロッパ人を歓迎したのか？








